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を持つ分子場の中で運動 してお り,この分布 を定義する分布関数は非線型積分方程式で
与えられる｡ 我々は,この理論 を使 ってランダム二元混晶の相転移の問題,及び一次元
系に於ける磁化過程の問題 を論 じた｡ (我々の理論に於ては,Bethe近似は一次元 ラ
ンダム混晶の厳密な解になっているo) 二次混晶は交換相互作用JAA,JAB,JBB(A,
B膚 原子の種類)の符号により, (i)JAA JBB口ABZ>0,及び rinJAA JBB
< O の二つのタイプに分類され る. (i)のタイプの混晶では基底状態は一意的正定
まり,相転移温度は･一般に相互作用の符号に依存せず,近似的に
11-PA(Z-1)tanhlJAA/2kT‖†ト PBrz11)tanhuBB/2kTli
- PAPB (Z- 1) 2 tanh JAB/2 kT
2
で与えられるo r㌔ ,PBは A原子, B原子の濃度, Zは最近接格子点数o) これ











融 解 現 象
九大理 吉 田 健
計算機実験によって確認された剛体球系での相転移は,液相一国相転移の一つの原型
を与えていると思われる｡液体の構造は分子間の強い斥力による相関で大方きまると考
えられるので,動径分布関数とェントロピーを剛体球系の泰式から借用し,自由エネル
ギーが最少の条件から考えている系に対 して有効剛体球を定義する｡そうすると,逆ベ
キ斥力系,融解温度が高圧下で極大を示すやわらかい斥力をもつ系,レナー ド･ジョー
ンズポテンシャルの系の被相から固相-の転移はいずれも有効剛体球系の相転移 として
理解やきることがわかる｡これらの系での固相の存在は相互作用のポテンシャルエネル
ギーによるもej'であろうが,液相から固相への転移にあたっては,剛体球系での秩序化
の機構 と同様の機構がかなり太質的に効いていると思われる｡相転移前駆現象の違いな
どに着目して,さらに追求すべき問題であると思 うO
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